
（別紙３）

～ 2025年1月15日

（対象者数） 16 （回答者数）
6

～ 2024年11月22日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続き専門職員だけでなく、全職員がスキルアップ出来

るよう研修を行っていく。

2

・引き続き子どもの成長や状況に応じてトレーニング内容を

組み立て、有意義なトレーニングを提供していく。

3

・引き続き保護者との連携、職員間での連携を密にとり、子

どもが安心して過ごせる環境作りや信頼関係の構築をしてい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・土曜日や祝日にご家族参加型のイベントを企画していく。

・保護者同士の交流やイベントへの参加を望まない方もい

らっしゃることを踏まえたイベント内容を検討していく。

2

・Instagramの開設を検討中なので、開始に向けて動いてい

く。

3

・安全を確保した上で出来る取り組みを検討していく。

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハッピーテラス水戸おさえん通り教室

○保護者評価実施期間
2024年12月15日

○保護者評価有効回答数

2024年11月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

地域との交流が少ない 安全面や個人情報保護の観点から、現時点では機会を設けら

れていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ご家族向けの取り組みが少ない ・現在は、同時刻にご利用の保護者の方同士で会話をする場

面は多少見られるが、「保護者の交流」を目的とした取り組

みは出来ていない。

・就労している保護者の方も多くいらっしゃるため、開催時

期を決定することが難しい。

通信等の発行やSNS等を活用した発信が少ない ・気軽に空き状況の確認や連絡を取れるようLINEを使用して

いるが、その他通信やトレーニングの取り組みを発信するた

めのSNSは活用していない。

こどもの特性等に応じた専門性のある支援を提供できている ・職員間で、子どもの課題について話し合う機会を多く設け

ている。

・社内での専門職員による研修の場を設け、より専門性のあ

る支援を提供できるよう努めている。

活動プログラムが固定化しないよう工夫している ・マンネリ化を防ぐためにも、同じ職員が連続してトレーニ

ングに入らないよう、可能な範囲で調整をしている。

・トレーニング内容が固定化しないよう、前回の取り組みを

振り返りながら意欲的に参加してもらえるような内容を考え

ている。

子どもが安心して過ごせる環境 ・子ども一人一人の気持ちに寄り添い、必要に応じて適宜ト

レーニング内容を変更するなど臨機応変な対応をしている。

・安心して過ごすことが出来るよう、保護者とこまめに情報

共有をし、支援に活かしている。

事業所における自己評価総括表公表


